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３月２７日（日）成蹊大学で称号記授与式が

開催されました。当日は長倉学長、五大学学長、

市長、教育長が出席し、１６年度に講座数１０

以上修了し、「市民準学士」の称号を授与される

２９名の内、１４名の自由大学生が出席しまし

た。称号記授与式の後に長倉学長による記念講

演が行われ、その後、称号記授与者１４名と長

倉学長、五大学学長、教育長の懇談会が催され

ました。 

 

 

 

 

〈称号記授与用件〉 

 

市民準学士：10 講座以上修了していること 

市民学士  ：20 講座以上修了していること 

市民修士  ：30 講座以上修了していること 

市民博士  ：50 講座以上修了していること 



長倉自由大学長からは、「地域の政策を立て

にくい時代である今、地域ごとの特色をどう

出していくかが今後の課題である。地域の問

題として、大学のありかたを考えていきたい」

とのお言葉をいただきました。 
 
 五大学学長と自由大学生の意見交換の中で

は、「現在の大学は、入学は難しいが卒業は簡

単なので、今後は海外のように入学は簡単で

も卒業が難しい大学づくりにしていく必要が

あるのではないか」「学生制度の変革が必要で

ある」「規律を学ぶ時期を」との意見に対し、

各学長から「大学だけやわらかくなることは

難しい」「学歴に頼らない社会構造にする必要

がある」「女子大は一生涯の大学」「量的拡大

から質的拡大へ」との返答がありました。 
 また、自由大学生に対し、「自由大学生に多

い年代の方には、団塊の世代に生まれ、社会

で多くの技術を身につけた方が多い。大学で

は始めての方も受講できるように入門講座、

教養講座を多く開放しているが、今後はぜひ

専門科目を受講してほしい。社会で実績をつ

んだ方が専門をさらに学べば、さらに学問が

発展するでしょう」「一つの専門だけを深く追

求する、T 字の学問では駄目で、専門となる学

問が二つあり、更に広く浅く多くの学問を身

につける W 字の学問が大切である」等の話が

ありました。 
各学長の自由大学生への期待、自由大学生

の大学への抱負等、双方の意見を聞くことが

でき、すばらしい懇談会となりました。 
来年度も多くの称号記授与対象者が誕生す

ることを楽しみにしております。 

 

称号記授与式・懇談会レポート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 称号記授与式終了後、長倉学長・五大学

学長・教育長・「市民準学士」となった自由

大学生 14 名での懇談会が行われました。 
 懇談会では、自由大学生のみなさんから

学習への取り組み、意欲、大学への要望等

の意見を一言ずついただきました。その中

で、「大学に通うことで、心の張りを失わな

い」「図書館･大学食堂の利用等、大学の特

典を多く利用できる」「大学を通して友達が

できた」などの意見をいただきました。 
 それに対し、五大学学長からは「みなさ

んが授業に参加することで、学生も教師も

身が引きしまる（亜細亜大学長）」「教師に

も学生にも刺激になる。学生と自由大学生

の垣根をもっと低くしたい（成蹊大学長）」

「リタイア後の、人生が見えてくる復誦的

視点でまとめていくと、学生の刺激になる

（東京女子大学長）」「日本獣医畜産大学は

教養系が少ないが、食品科学等生活に身近

な教科がたくさんある。ぜひどんどん受け

てほしい（日本獣医畜産大学長）」「社会経

験のある人が交って、科学・学問が発展す

る（武蔵野大学長）」等の意見をいただきま

した。 



 

 

 

平成９年から開催している講座で、五つの大学のキャンパスを４回ずつ全２０回、順番に会場とするものです。 

幅広く学ぶことにより皆様のこれからの研究テーマを発見するきっかけになると思いますので、積極的にご応募

下さい。ご好評いただいている人気の講座です 

 
 

東京女子大学  中年期の危機と自己和解‐臨床文学論の展開‐ 

6/4 

6/11 

6/18 

6/25 

乱雑な部屋と空箱 

私の中のもう 1人の私 

喪失と共に生きる 

和解と回復 

近藤裕子（文理学部助教授） 

日本獣医畜産大学 動物との共生 

7/2 

7/9 

7/16 

7/23 

魚の健康診断 

ペットの受けるストレス 

野生動物と共存できる東京を目標に 

動物と人の気持がひとつになるとき‐同調行動の不思議 

和田新平（獣医学部獣医学科助教授） 

左向敏紀（     〃     ） 

羽山伸一（     〃     ） 

柿沼美紀（同学部同学科教授） 

武蔵野大学 健やかなシルバーライフのために 

9/10 

9/17 

9/24 

10/1 

貝原益軒の養生訓 

老化予防と衣食同源 

生活習慣病をのりこえよう 

認知障害と医療品 

斉藤 洋（薬学部教授・薬学部長） 

成蹊大学  現代企業社会と会社法 
10/8 

10/15 

10/22 

10/29 

会社法の基本的仕組み 

コーポレート・ガバナンスと会社法 

取締役の責任と代表訴訟 

敵対的買収と防衛策 

田中 亘（法学部法律学科助教授） 

亜細亜大学 

11/12 

11/19 

11/26 

12/3 

社会主義建設から富強大国への挑戦 

開発独裁から民主化・台湾化へ 

「香港返還」とその後 

変容進む華僑・華人社会 

容 應莫（経営学部教授） 

 
■時間：13：30～15：00       ■対象：市内在住・在勤・在学の方及び武蔵野地域自由大学生 
■定員：120 名（越えた場合は抽選） ■費用：5,000 円（資料代）は講座初日に徴収します 

 
 
★武蔵野地域自由大学生の方（電話、またはホームページ上でお申込み） 
 電話：自由大学事務局２０－６３４０ （お名前・学籍番号・連絡先番号をお知らせ下さい） 
 ホームページ：http://www.jiyu-musashino.org 
    ホームページ上の「科目一覧」⇒「受講申込」のページ上で必要事項（学籍番号・お名前）の 
    入力⇒「五大学共同教養講座」の左の□をクリックしてチェック⇒「申込」を押して下さい。 
★一般の方（往復はがきでお申込み） 
往復ハガキに住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢、電話番号（在勤・在学の方は勤務先・学校名も。） 
を明記し、下記宛にお送り下さい。 

 
 
 
 
 

〒180-0004 
東京都武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ ＴＫ吉祥寺ビル８階 
武蔵野地域自由大学事務局「教養講座係」 行 

申込み方法 

 
五大学共同教養講座 申込受付開始５/１ 

 
5
．
月２０日（金）必着
．．．．．．．．．

 

毎週土曜日 13：30～15：00 
修了証授与要件（各大学２回以上出席し全体で１５

回以上出席を満たしたとき１講座と数えます） 
 



 
 
 

寄付講座とは、企業や個人が大学に「奨学寄付金」を寄付して開設する特設講座を自治体として導入した

ものです。平成１１年から実施しています。詳細は７月１５日の市報に掲載し、募集しますので、ご覧の上お申し

込み下さい。内容は予定ですので、変更になる場合もありますので、ご了承下さい。 
■ 対象：１８歳以上で市内在住・在勤・在学の方及び武蔵野地域自由大学生で前回出席できる方 
■ 費用：5,000 円（資料代） 
■ 定員：各講座５０名（越えた場合抽選）大学生と一緒に大学の教室で受講します。 
■ 必要なもの：顔写真、健康診断書（胸部レントゲン結果と総合所見のある１年以内（１６年 9 月以降） 
        同意書（受講決定後、資料代とともに必要です） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「現代を生きる：生命倫理の諸相」 
コーディネイター安部圭介（成蹊大学法学部助教授） 

期 間         平成 17 年９月 30 日～平成 18 年１月 13 日(全 13 回) 

曜日・時間   金曜日 午後１時１０分～午後２時４０分 

「明日への地方自治」 
コーディネイター 室井敬司（亜細亜大学法学部教授） 

期 間      平成１７年１０月４日～１２月２０日（全１２回） 

曜日・時間    火曜日 午後２時３０分～午後４時 

 

亜細亜大学 

成蹊大学 

 
後期寄付講座速報（申込受付期間 7 月１５日～8 月上旬の予定） 

 

回 月 日 テ ー マ                講   師 
１ 10 月 4 日 地方自治の本旨・再考    一橋大学名誉教授 杉原泰雄講師 
２ 10 月 11 日 地方自治法の現在      法政大学教授 浜川清講師 

３ 10月 18日 警察行政と地域の安全    警察大学校・警察政策センター所長 
              太田裕之講師 

４ 10月 25日 韓国の地方自治       創価大学教授 尹龍澤講師 
５ 11 月 1 日 ボランティアとコミュニティ 亜細亜大学教授 栗田充治講師 
６ 11 月 8 日 自転車税条例について    豊島区長 高野之夫講師 
７ 11 月 15 日 地域経済の活性化      亜細亜大学教授 夏目重美講師 
８ 11 月 22 日 日野市のゴミ政策      日野市長 馬場弘融講師 
９ 11 月 29 日 文化行政          山梨学院大学教授 椎名慎太郎講師 

10 12 月 6 日 「まちづくり」と大学教育－その理念と実践－  
              亜細亜大学助教授 宇佐見義尚講師 

11 12月 13日 市民参加について      亜細亜大学教授 室井敬司 
12 12月 20日 武蔵野市政について     武蔵野市長 土屋正忠講師 

 

武蔵野市境 5－24－10 

回 月 日 テーマ 講師 
 1 9 月 30 日 主要な問題と分析の視点 樋口範雄（東京大学法学部） 
 2  歌に見る生・老・病・死の諸相 池田はるみ（歌人、NHK 学園講師） 
 3  遺伝病の告知をめぐって 武藤香織（信州大学医学部） 
 4  薬害 HIV 問題からの視座 川田龍平（松本大学総合経営学部） 
 5  医師、看護婦、患者をつなぐもの 絵門ゆう子（エッセイスト） 
 6  医療現場の諸問題と臨床倫理 蒲生 忍（杏林大学保健学部） 
 7  医療事故の防止、対応のあり方 前田正一（東京大学医学部） 
 8  事故情報の警察への報告：日豪の比較 畑中綾子 

（社会技術研究システム専門調査員） 
 9  安楽死と自己決定：オレゴン州の試み 岩田 太（上智大学法学部） 
10  生命倫理の課題と展望 田中智彦（東京医科歯科大学教養部） 
11  人工生殖の規制問題 渕 史彦（成蹊大学法学部） 
12  刑事法と生命倫理 東 雪見（成蹊大学法学部） 
13 1 月 13 日 生体肝移植をめぐって 安部圭介（成蹊大学法学部） 
 

武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 

称号記授与要件として 4 分の３以上の出席

で１講座とカウントします 
 



 
 
 
 
  
 
 
テーマ： 
「水と環境」（芸術家） 
「風と環境」（芸術家） 
「光と環境」（照明デザイナー） 
「音と環境」（サウンドアーティスト）・「土と環境」（ランドスケープアーキテクト） 
「売る環境：ショップのデザイン」（インテリアデザイナー）・「学ぶ環境：キャンパスのデザイン」（建築家） 
「知る環境：ライブラリーのデザイン」（建築家）・「みる環境：ミュージアムのデザイン」（建築家） 
「デジタルメディアと環境」（建築家）「都市と環境」・（総合建設業）「文化と環境」（建築文化論） 
「共に創る環境：住民参加のデザイン」（都市開発） 

 

 
                   
           「中近東の美」 
          期 間       平成 17 年 9 月～平成 18 年 1 月（全 11 回 予定） 

          曜日・時間     土曜日 午後 1 時 30 分～3 時(予定) 

     
「中近東」といえば、近年、イラクやアフガニスタンの戦争、イスラエル・パレスチナの紛争や、イラン・

トルコの地震など、わが国に聞こえてくる情報に良いものは余りありませんが、中近東は古くから美しい土地

柄で歴史的にも多くの「美」を生み出してきた所です。 
本講座では、ガラス、タイル、彫像、土器等の造形の美、模様の美などを、スライド、プリントや現物を見

ながら、それらが作られた時代の背景を含めて学んでいきます。 
具体的な講座の構成については、現在検討中です。 

 

大学公開講座（無料）のご案内 
   今回は、自由大学履修対象科目として３つの公開講座をご案内します。各講座とも事前申込みの 

必要はありません。会場に直接ご来場ください。当日大学で出欠をとります。 
 

●日本獣医畜産大学前期総合文化講座● 
総合テーマ：「都市の自然と生き物たち」 

※自由大学履修対象科目 ３回以上の出席で 0.5 講座 
回 期日 テーマ 講 師 

１ ５月 13 日（金） まちに甦るビオトープ 新里 達也（株式会社環境指標生物・代表取締役） 

２ ５月 27 日（金） 市民と農業者の生き物調査 森田美和子（生活クラブ生協理事） 

３ ６月 10 日（金） 都市自然の体験学習 梅田  彰（NPO 法人武蔵野自然塾代表） 

４ ６月 24 日（金） 多様な生物が生きるまちづくり 松木 洋一（日本獣医畜産大学動物科学科教授） 

■時 間：午後４時 20 分～６時(各回共) ■会 場：日本獣医畜産大学第一校舎第４号棟第 312 講義室（境

南町 1-7-1）■定 員：100 名（先着順）■受講料：無料 ■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■ 問合せ：日本獣医畜産大学地域社会生涯学習委員会 

Tel:0422－31－4151（内線 344） E-mail:kyomu@nvau.ac.jp 

 

 

●成蹊大学前期公開講座●  
総合テーマ：「生活を支え、豊かにする理工学と先端技術」 

※自由大学履修対象科目 ３回以上の出席で 0.5 講座 
回 期日 テーマ 講 師 

１ 5 月 28 日（土） 
食の安全と安心を求めて：油脂および油脂含

有食品の品質管理について  
戸谷洋一郎（成蹊大学理工学部教授） 

「環境デザイン論」：環境の世紀を生きる感性 
コーディネイター 河津優司（武蔵野大学人間関係学部教授） 

         風袋宏幸（武蔵野大学人間関係学部教授） 

期 間      平成１７年９月１６日～平成１7 年 12 月１6 日（全１３回） 

曜日・時間    金曜日 午後 6 時～午後 7 時３０分 

 

武蔵野大学 

三鷹市大沢３－１０－３１ 

講演日： 
9/16、9/30、10/7、10/14、10/21、11/04、11/11、11/18、
11/25、12/02、12/09、12/16 

★テーマと日程の組み合わせは、未定です。

現時点での情報ですので、内容等変更される

場合もあります。 

中近東文化センター 



２ 6 月  4 日（土） 
情報社会の窓：電子ディスプレイの生態学 

：利用者中心のディスプレイ技術への視点 
窪田  悟（成蹊大学理工学部教授） 

３ 6 月 11 日（土） 摩擦と人間：豊かな人間生活の鍵 佐々木成朗（成蹊大学理工学部助教授） 

４ 6 月 18 日（土） 文化の差による音の感受性の差異について 橋本 竹夫（成蹊大学理工学部教授） 

５ 6 月 25 日（土） 
ITS：Intelligent Transport Systems  

(高度道路交通システム) 
青木 正喜（成蹊大学理工学部教授） 

■時 間：午後１時 30 分～３時 30 分 ■会 場：成蹊大学８号館 101 室（第 2回は 3号館 303 室）（吉祥寺

北町 3-3-1）■受講料：無料 ■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■問合せ：成蹊大学企画運営課  Tel 0422-37-3535  

 

●武蔵野大学日曜講演会 

 

※ 自由大学履修対象科目 7 回以上の出席で１講座 
■時 間：午後 10 時 3～11 時 30 分 ■会 場：4月は武蔵野大学雪頂講堂・その他の月はグリーンホール（西

東京市新町 1-1-20）■受講料：無料 ■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■問合せ：武蔵野大学 総務部庶務課 Tel 0424-68-3111 

 

 
4 月から自由大学の事務局員が新しくなりました。今後みなさんの生涯学習をサポートする二人をご紹介します。 

    
 
 
 
 
 
       武蔵野地域自由大学事務局(交流センター内)           
  

自由大学登録者数   〒180‐0004  武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ 

   （４月１日現在）     ＴＫ吉祥寺ビル８階   吉祥寺駅北口徒歩７分 

Ｔｅｌ  ０４２２－２０－６３４０ 

Fax  ０４２２－２０－６３４１ 
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回 期日 演 題 講 師 

第 469 回 4 月 17 日（日） 自己の悪を知ることの難しさ 楠  正弘（東北大学名誉教授） 

第 470 回 5 月 15 日（日） わが心を育てる 信楽 峻麿（龍谷大学名誉教授） 

第 471 回 6 月 19 日（日） 捨聖の系譜－空也から一遍へ－ 石井 義長（仏教文化研究所研究員） 

第 472 回 7 月 17 日（日） 慕帰絵詞－覚如上人伝と日本住宅史－ 河津 優司（武蔵野大学教授） 

第 473 回 9 月 18 日（日） 
日本における戒律と禅定 

－中世のり津僧を手がかりに－ 
蓑輪 顕量（愛知学院大学教授） 

第 474 回 10 月 16 日（日） 
恋歌と仏教 

『万葉集』『古今集』『伊勢物語』 
石井 公成（駒沢短期大学教授） 

第 475 回 11 月 20 日（日） アジャセ王の物語－王舎城悲劇の深層－ 鍋島 直樹（龍谷大学教授） 

第 476 回 12 月 18 日（日） どんなときにも人生には意味がある 諸富 祥彦（明治大学助教授） 

第 477 回 
H17  

1 月 15 日（日） 
日本の神と仏 末木 文美士（東京大学大学院教授） 

第 478 回 2 月 19 日（日） 
日本の教育 その長所と欠点 

学校の “きのう、今日、あした” 
齋藤 諦淳（武蔵野大学学長） 

９３０名 

須崎 成雄  今村 容子 

4 月 1 日から勤務に就きました。 
少し古いですが新人です。 
交流センターで皆様にお目にかかれますのを

楽しみにしております。 
宜しくお願い致します。 


